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本当の自信 
教頭 日吉 竜滋 

 

 早いもので新年になってもう１か月が経ち、３年生はあと４０日余りで中学校生活を修了します。もう

すでに進路が決定したお子さんもいますが、多くのお子さんは１か月後の県立一般入試に向けて努力し

ています。「高校の決定＝進路の決定」ではありません。それをゴールにせず、「高校で何を頑張りたい

のか」「高校卒業後の進路はどうするのか」ということを考えながら、３年生全体で最後まで気を抜かず

に頑張り続けてほしいと思います。 

 そんなこの時期、特に３年生が強く感じるのは、勝負の日が近づいてくるのに、「自分に自信がもて

ない」ことからくる不安ではないでしょうか？ 

 自分を奮い立たせるのは何なのか。「自信がつく」とか「自信をもつ」とかよく言われますが、自信と

いうのは「自分を信じること」です。辞書で調べてみても、“自分で自分の能力や価値などを信じること”

と書いてあり、自分以外の他の人、他人は一切無関係となっています。しかし、ほとんどの人は、自信が

つく要因として、他の人よりも優れているかどうか？という点が自信につながると考えています。例え

ば、理科のテストは他の人より点数がいいから、僕は理科には自信がある。私は、他のチームメイトより

シュートの成功率が高いから、バスケットには自信があるとか、周りの人に比べて、自分は〇〇〇の点で

優れているから、それには自信があるというような自信のもち方をしている人が多いです。しかし残念な

ことに、誰かと比較することで築いた自信は、さらに上の人が出てくることによって、一瞬で崩れ去って

しまいます。 

 青山学院大学陸上競技部を日本一に導き、駅伝で連覇を成し遂げた原晋監督は、成功の秘訣を次のよう

に語っています。「昨日の自分を超え続けることが、本当の自信になり、それが成長になる」 

この言葉は、他人と自分を比べるのではなく、「昨日の自分」と向き合い、日々の努力を積み重ねるこ

とが、本当の自信になり、未来を切り開く鍵であると教えてくれます。自分がやる！と決めて、それを続

けること、つまり、自分との約束を守り続けることが、本当の自信を身に付ける方法です。連覇が懸かっ

た箱根駅伝という大舞台であっても、自分自身との約束を守り、やるべき事を続けてきたことが自信とな

り結果として表れてきたのだと、原監督の言葉は伝えているのだと思います。 

ここが勝負という場面で力が発揮できるよう、残された時間、１日１日を大切にして、自分自身との約

束をしっかり実行して自信につなげてほしいと思います。 

 なお保護者の皆さまには、お子さんが「昨日の自分を超える挑戦」 

を続け、お子さん自身で自信をもつことができるよう、「お子さんの 

小さな努力を認める」「他人と比べない習慣をつくる」ということを 

意識して、温かく見守り励ましてあげてください。そして、お子さん 

と一緒に、昨日の自分を越えて成長していく時間を大切にしていただ 

きたいと思います。 
 

 校内書初め大会 １月８日(水)  

始業式の後、冬休み中の練習の成果を発揮しました。受賞者から選抜された１２名が２月１１日（火）富山市総合体

育館で行われる富山県小中高校生書初大会に出場します。 
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 富山県中学校スキー選手権大会 １月１４日(火)～１６日(木)  
本校から４人の選手がクロスカントリースキー競技に出場し、3年柳瀬秋成さんがフリーで

優勝、クラシカルで 3位、リレーは柳瀬秋成さん・柳瀬冬芽さん・水本晴貴さんが出場して 3
位入賞しました。柳瀬秋成さんが 2月５日（水）から行われる全中大会に出場します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  学校評価アンケートから     
 ７月と１２月に「学校評価アンケート」を全校生徒と保護者の方に実施しました。各項目について４段階から選んだ

ものです。（４「あてはまる」３「ややあてはまる」２「あまりあてはまらない」１「あてはまらない」の４つ） 

このうち、肯定的な評価（４と３）の割合をパーセンテージで表にしました。７月と比べて向上の見られたものもあり

ますが、保護者と生徒の評価の差が大きいものを取り上げてみました。 

項目２「授業内容を理解している」については、生徒はどの学年も８０％を越えていますが、保護者は下の学年ほ

ど低調で、特に１年生では１学期と比べて８ポイント減少しています。このことから、生徒は「分かったつもり」になって

いると考えている保護者の方が多いのではないかと考えられます。 

 項目３「家庭学習に積極的に取り組む」に関して、１，２年の生徒は７月とほぼ同じでしたが、３年生の生徒は５ポイ

ント向上しました。２年生の保護者の評価は、７月と比べて７ポイント向上していますが、１・２年保護者の評価は半分

程度にとどまっています。この表には記載されていませんが、教職員に行った同じ調査では、40％しか肯定的に捉

えていませんでした。このことから、保護者と教員は、家庭学習にもっと励んでほしいという思いが表れているので

はないかと考えます。（他の項目はHPをご覧ください。） 

 
【学力向上に向けて今後の方針】 
○学習時間の確保については、家庭学習時間調査を徹底することから指導につなげます。また、学習実践部や各学

年において、学習に関する企画を行い、意識を高めていきます。 

○１月下旬に教師が互いの授業を参観して研修会を行い、よりよい授業になるように努めています。また、各授業で

の振り返りや、単元別の小テスト、テスト期間の放課後学習等の充実を図ります。 

※ご家庭でも、家庭学習の様子をご確認いただきますようよろしくお願いします。 

 

 

質問項目 
※ 数字は「４あてはまる」と「３ややあて

はまる」という回答の合計％です 

１年 ２年 ３年 

７月 12 月 ７月 12 月 ７月 12 月 

２ 毎日の授業の内容を理解している。 
お子さんは、毎日の授業の内容を理解しているようだ。 

生 徒 ８８ ８８ ８２ ８１ ８８ ８９ 

保護者 ６８ ５６ ６１ ６１ ７２ ７６ 

３ 家庭学習に積極的に取り組んでいる。 
  お子さんは、家庭学習に積極的に取り組んでいる。  

生 徒 ７６ ７５ ６５ ６８ ７７ ８２ 

保護者 ５２ ５２ ４４ ５１ ７１ ８１ 

○２月の予定 

４日(火)～７(金)全中スキー  

６日(木) 私立高校一般入試 

７日(金) 新入生説明会 

１０日(月) 県立高校推薦入試 

１１日(火) 建国記念の日 

 １３日(木) 学校保健委員会 

 １３日(木)・１４日(金)３年進路懇談会 

 １７日(月) 民生児童委員との懇談会 

１９日(水)～２１日(金) 学年末考査 

     ※ ２１日は１，２年のみ 

２１日(金) 学校運営協議会 

 

 ２３日(日)  天皇誕生日 

 ２４日(月) 振替休日 

 ２６日(水) 生徒議会・実践部会 

 

○３月の予定 

 ６(木)・７(金) 県立一般入試 

         １，２年確認テスト 

１２日(水) 卒業証書授与式予行 

１３日(木) 同窓会入会式・卒業証書授与式 

２０日(木) 春分の日 

２４日(月) 修了式 

＜今後の主な行事予定＞ 

 


